
 

 

 
地域医療介護総合確保基金（医療分）の取組状況について 

  

○制度概要 

  消費税増収分を財源として活用した基金を都道府県に造成 

基金総額(全国)：904 億円(H26～H29)、934 億円(H30)、1,034 億円(R1) 、 

1,194 億円(R2)         (国：2/3 都道府県：1/3)  

○対象事業 

Ⅰ 地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 
  ⇒地域医療構想調整会議において合意が得られたものについて支援 

Ⅱ 居宅等における医療の提供に関する事業 

Ⅲ 医療従事者の確保に関する事業 
 

○事業規模 
年度 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 

歳出予算額 9.1億円 11.6億円 15.2億円 15.4億円 19.0億円 16.8億円 16.6億円 

 

○主な事業の概要（令和２年度） 

基金事業名 事業概要 

Ⅰ 施設設備整備事業                            

医療機能分化連携推進事業 

医療機能の分化・連携に向けた施設・設備

整備等を支援するとともに、医科・歯科連

携、医薬連携を含めた医療機関の連携体制

を強化 

Ⅱ 在宅医療推進 

在宅医療提供体制充実支援事業 
日常生活圏域単位での在宅医療提供の仕組

づくりや在宅医療機関の拡大等の取組を支

援し、地域における提供体制の構築を促進 

Ⅲ 医療従事者確保（医療従事者負担軽減） 

地域医療支援センター運営事業 
山口大学との連携により、医師不足の解消、

医師のキャリア形成を一体的に支援 

医師修学資金貸付事業 
修学資金を貸与し、県内勤務医師を養成・

確保 

医師臨床研修等推進事業 
専門医等確保対策強化事業 

県内外におけるＰＲ活動の実施、研修体制

の強化・充実を図り、県外流出が進む臨床

研修医・専門研修医を確保 

在宅歯科保健医療連携推進事業 

歯と口腔の健康づくり推進事業 

歯科衛生士の復職支援、歯科衛生士養成所

の機器整備等を実施し、県内勤務歯科衛生

士を養成・確保 

「地域で活躍する薬剤師」総合支援事業 
薬学生等を対象にＰＲ活動を実施し、県内

勤務薬剤師を確保 

看護師等養成事業 

・看護師等養成所の運営を支援し、県内勤

務看護師等を養成 

・修学資金を貸与し、県内勤務看護師等を

養成・確保 

小児救急医療電話相談事業 
初期小児救急に係る夜間電話相談窓口を設

置し、医療従事者の負担を軽減  
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